
第 3回ファシリテーション研修 
 

研修キーワード ： 「伝える」 

 

【日時】：2011 年 3 月 29 日（火）10：00～16：30 

 

【プログラム】 

時間 内 容 

 

 

 

10：00-10：30 

 

・ 本日のゴール＆スケジュール確認 

・ 小話「避難所で役立ったファシリテーション」 

 福島の避難所での実話紹介 

・ 一言チェックイン  

・ チェックインの意味 

・ 場づくりにおける「ガードレール」の意味 

 ゴールとプロセス 

10：30-11：00 
・ レビュー：「ファシリテーション概論」  

 ３つの段階（準備・本番・フォローアップ） 

11：00-11：30 

・ ワーク：「実際に困った場面を抽出・構造化」 

・ テーマ ⇒ ４つの違いを感じた上で選ぶ 

1. 「学生として困った場面」 

2. 「LA として、困った場面」 

3. 「LA として、グループ活動を行う上で困った場面」 

4. 「LA として、学生とのやりとり上で困った場面」 

・ 発散の段階 

 個人作業⇒グループでシェア⇒さらに発散 

 ライブ・レコーディングを行う 

 意味がわからないときには、理由も尋ねるプロセスを体験 

11：30-11：45 休憩 

 

11：45-12：20 

 

・ 収束の段階 （カテゴリー化） 

 軸を見つける 

 一つの軸は、与えておくか？  

 どれは自分たちに「今すぐ」できることか 

12：20-12：30 ・プロセスのふり返り 

12：30-13：30 昼休み 

13：30-13：40 
・ 午前のまとめと午後のスケジュール確認 

・ 一言チェックイン 



13：40-15：00 

・ ワーク：「相互インタビュー」 

 ペアになる（ほとんど話したことのない者同士で） 

 １０分インタビュー × ２回（交代する） 

質問項目「なぜ LA？」 

 １５分 記事作成 

 記事の内容確認（事実の確認のみ） 

 ６人組で発表 （読み上げるのみ） 

 プロセスのふり返り「どう感じたか？」 

15：00-15：15 休憩 

15：15-15：50 

・ ワーク:「厳しいコメント⇒さらによくするための FB を組み立てる」  

 自分について書かれた記事に FBする 

 何が伝えたいのか（What to say） 

 どう伝えたいのか（How to say） 

 ペアで練習 

 グループで実践 

 プロセスのふり返り 

15：50-16：00 

・ ミニレクチャー： 意図を伝えるために 

一つの伝達内容に何通りもの伝え方がある 

16：00-16：20 

・ 今日のまとめ 

・ 今日の流れをふり返る 

・ 今後に向けて 

16：20-16：30 
・ 一言チェックアウト 

・ 全体で輪になって 

 


